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ＪＡ全農チビリンピックのミニマラソン参加者がスタートダッシュ（６－７面）

鏡開きで全農香港事務所開設を祝う長澤会
長（左から3人目）ら（２面）

日本硫安サービス合同会社の肥料貯蔵・出荷
施設の竣工式（２面）

香
港
に
全
農
の
事
務
所
開
設

晴天の下、6500人が熱戦
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日本硫安サービス合同会社の貯蔵・
出荷施設竣工（肥料農薬部）

園芸拡大推進大会を開催（山形県本部）

農機系統シェア拡大推進運動表彰大会を
開催（福岡県本部）

ハウスブドウの巡回視察･摘粒研修（山梨県本部）

ＪＡ島根ユースカレッジで新人職員研修
 （肥料農薬部）

「全農ブロガー」が農業の大切さ、全農の
役割発信（広報部）

音楽ファンへ宮城の「食」をお届け（宮城県本部）

ＪＡズームイン（ＪＡ上伊那）

県本部だより（鳥取県本部）

青果情勢（園芸部）

畜産情勢（畜産総合対策部）

田んぼの生きもの調査
研修会参加者募集（広報部）

ＪＡタウンショップ紹介
  あいちゴコロ（ＪＡあいち経済連）
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しゅんこう



News!

News!

全農の香港事務所開設を盛大にお披露目

しゅんこう

日本の食の最大輸出先香港で、さらなる拡大目指す

大粒硫安の安定供給へ新設備が稼働

輸出対策部

肥料農薬部

　
全
農
は
4
月
25
日
、全
農
香
港
事
務
所
お
よ
び
J
A
全
農
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
㈱
の
香
港
現
地
法
人
設
立
に
伴
い
、現
地
で
香
港
政
府
の

来
賓
に
加
え
取
引
先
、物
流
業
者
、現
地
の
大
手
小
売
業
者
ら
1
5
0

人
を
超
す
関
係
者
を
招
き
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
全
農
と
宇
部
興
産
株
式
会
社
が
共
同
出
資
し
て
設
立
し
た
日
本
硫
安

サ
ー
ビ
ス
合
同
会
社
の
肥
料
貯
蔵
・
出
荷
施
設
の
竣
工
式
が
、4
月
24

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
長
澤
豊
会
長
は「
香
港
と
当

地
を
訪
れ
る
多
く
の
方
々
に
新

鮮
で
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ

食
材
を
安
定
的
に
届
け
た
い
」

　
主
要
な
窒
素
質
肥
料
の
一
つ

で
あ
る
大
粒
硫
安
は
、
相
次
ぐ

工
場
閉
鎖
な
ど
に
よ
り
需
給
逼ひ
っ

迫ぱ
く

が
続
い
て
き
ま
し
た
。宇
部
興

産
㈱
は
、全
農
の
要
請
を
受
け
、

大
粒
硫
安
約
6
万
㌧
の
増
産
を

平
成
28
年
に
決
定
し
、
平
成
30

年
4
月
の
稼
働
に
向
け
て
新
ラ

イ
ン
の
建
設
を
進
め
て
き
ま
し

た
。

　
日
本
硫
安
サ
ー
ビ
ス
合
同
会

社
は
、
増
産
さ
れ
る
硫
安
の
貯

蔵
・
出
荷
を
目
的
と
し
て
、
宇

部
興
産
㈱
と
全
農
の
共
同
出
資

と
あ
い
さ
つ
し
、
宮
腰
光
寛
首

相
補
佐
官
は「
全
農
は
日
本
各

地
で
農
家
と
向
き
合
い
高
品
質

な
農
産
物
を
集
荷
・
供
給
で
き

る
」、ま
た
在
香
港
日

本
国
総
領
事
館
の
松

田
邦
紀
大
使
は「
香

港
は
日
本
最
大
の
食

の
輸
出
先
だ
が
、
香

港
に
と
っ
て
4
番
目

の
輸
入
国
に
過
ぎ
ず
、

全
農
進
出
に
よ
り
、

ぜ
ひ
一
番
に
な
っ
て

ほ
し
い
」と
の
力
強
い

ご
あ
い
さ
つ
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

早
速
、
商
談
も
始

ま
る
な
ど
香
港
で
の

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
全
農
グ
ル
ー
プ
は

海
外
拠
点
を
活
用
し
、

さ
ら
な
る
輸
出
拡
大

に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

に
よ
り
設
立
し
た
会
社
で
す
。大

粒
硫
安
3
0
0
0
㌧
を
保
管
す

る
倉
庫
と
内
航
船
に
積
み
込
む

設
備
を
有
し
、
高
品
質
な
大
粒

硫
安
を
短
時
間
で
効
率
的
に
出

荷
し
ま
す
。

　
4
月
に
計
画
通
り
施
設
が
完

成
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
全
農

か
ら
は
久
保
省
三
常
務
が
出
席

し
、
安
全
運
転
と
安
定
稼
働
を

祈
念
し
て
、
関
係
者
に
よ
る
竣

工
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、
全
農
で
は
日
本
硫
安

サ
ー
ビ
ス
合
同
会
社
を
通
じ
て
、

全
国
の
B
B
肥
料
工
場
な
ど
へ

大
粒
硫
安
を
安
定
的
に
供
給
し

て
い
き
ま
す
。

鏡
開
き
で
全
農
香
港
事
務
所
開
設
を
祝
う
左
か
ら

松
田
大
使
、ト
ミ
ー
・
チ
ョ
ン
立
法
会
議
員
、長
澤
会

長
、宮
腰
首
相
補
佐
官
、バ
ー
ナ
ー
ド
・
チ
ャ
ン
商
務

経
済
発
展
局
副
局
長
、金
築
道
弘
香
港
事
務
所
長

竣工式に出席した久保常務（前列通路左）と宇部興
産㈱の杉下秀幸取締役（同右）

出荷施設から大粒硫安を船積み

日本硫安サービス合同会社の貯蔵・出荷施設が竣工
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News!

News!

農業機械系統シェア拡大推進運動表彰大会を開催

実需者ニーズをつかみ産地一丸で自己改革実践

農業機械個人年間供給目標を 176 人中 33 人が達成

直販事業強化などに向け園芸拡大推進大会を開催

福岡県本部

山形県本部

　
福
岡
県
本
部
は
4
月
26
日
、平
成
29
年
度
農
業
機
械
系
統
シ
ェ
ア
拡

大
推
進
運
動
表
彰
大
会
を
開
き
、J
A
や
系
統
農
機
メ
ー
カ
ー
の
担
当

者
ら
約
1
1
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
山
形
県
本
部
は
4
月
19
日
、「
実
需
者
ニ
ー
ズ
を
つ
か
み
産
地
一
丸

と
な
っ
た
自
己
改
革
の
実
践
」を
掲
げ
山
形
市
で
園
芸
拡
大
推
進
大
会

を
開
き
ま
し
た
。吉
村
美
栄
子
山
形
県
知
事
の
ほ
か
、生
産
者
、県
内

J
A
、全
国
の
主
要
市
場
関
係
者
ら
約
2
3
0
人
が
出
席
。大
会
前
に

果
実
・
野
菜
・
花か

卉き

の
分
科
会
を
開
き
、2
0
1
7
年
度
の
取
り
組
み

検
証
と
2
0
1
8
年
度
の
取
り
組
み
具
体
策
を
協
議
し
、生
産
者
と
市

場
・
実
需
者
ら
と
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、平
成
29
年
度
農
業

機
械
系
統
シ
ェ
ア
拡
大
推
進
運

動
要
領
に
基
づ
き
、奨
励
措
置
で

定
め
る
J
A
農
機
担
当
職
員
を

表
彰
し
ま
し
た
。今
年
は
農
業
機

械
個
人
年
間
供
給
目
標（
5
千
万

円
、税
抜
き
）を
1
7
6
人
中
33

人
が
達
成
し
ま
し
た
。

　
表
彰
後
、ス
ガ
ノ
農
機
株
式
会

社
の
久
保
泰
之
担
当
が「
土
を
考

え
る
農
業
に
つ
い
て
」の
特
別
講

演
を
行
い
、農
業
大
国
と
日
本
の

　
2
0
1
8
年
度
は
、
パ
ー
ト

ナ
ー
卸
と
の
連
携
に
よ
る
値
決

め
販
売
な
ど
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン

に
よ
る
直
販
事
業
の
強
化
や
、

集
荷
機
能
の
強
化
と
規
模
拡
大

に
向
け
た
広
域
選
果
施
設
の
活

用
に
よ
る
労
働
力
支
援
に
加
え
、

包
装
加
工
機
能
を
具
備
し
た「
県

南
園
芸
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
仮
称
）」

を
設
置
。
さ
ら
に
実
需
者
と
連

違
い
・
状
況
に
応
じ
た
耕こ
う

耘う
ん

な

ど
、と
て
も
好
評
で
全
員
が
真
剣

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
度
も
県
本
部
の
指

標
に
基
づ
き
、農
機
担
当
職
員
が

一
丸
と
な
っ
て
頑
張
り
ま
す
!

携
し
た
売
り
場
確
保
に
つ
な
が

る
戦
略
的
な
消
費
宣
伝
事
業
を

展
開
し
、
県
産
園
芸
作
物
の
有

利
販
売
と
消
費
拡
大
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
長
澤
豊
運
営
委
員
会
会
長
は

「
今
後
、持
続
可
能
な
農
業
経
営

の
安
定
化
の
た
め
、
販
売
力
強

化
や
コ
ス
ト
低
減
に
向
け
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
み
、『
す
べ
て

は
組
合
員
の
た
め
に
』を
基
本

に
農
業
振
興
・
販
売
施
策
を
行

い
ま
す
」と
意
気
込
み
を
述
べ

ま
し
た
。

倉重徳也福岡県本部長（前列右）と表彰された皆さん

関係者らによるがんばろう三唱

生産者、県内ＪＡ、全国の主要市
場関係者らが参加した園芸拡大
推進大会

Ｊ
Ａ
農
業
機
械
年
間
目
標
達
成

の
部
：
2
人

農
業
機
械
個
人
年
間
供
給
の

部
：
3
人

農
業
機
械
個
人
年
間
供
給
及
び

整
備
目
標
達
成
者
の
部
：
3
人

農
業
機
械
個
人
年
間
修
理
整
備

料
の
部
：
3
人

整
備
専
任
担
当
者
年
間
修
理
整

備
料
の
部
：
1
人

農
業
機
械
個
人
年
間
実
販
台
数

の
部
：
3
人

特
別
表
彰（
歩
行
用
管
理
機
実

販
台
数
の
部
）：
3
人

特
別
表
彰（
刈
払
機
実
販
台
数

の
部
）：
3
人

個
人
別
目
標
管
理
の
徹
底
に
よ
り
、

年
間
供
給
金
額
5
千
万
円
以
上
を
達

成
し
、
修
理
整
備
料
2
百
万
円
以
上

を
確
保
し
よ
う

系
統
農
機
の
シ
ェ
ア
を
拡
大
し
よ
う

農
機
セ
ン
タ
ー
の
経
営
改
善
を
は
か

ろ
う

各
部
門
の
受
賞
者

一
、

一
、

一
、 本

会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

12345678
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News!

「デラウェア」などの仕上がり確認
県果樹試験場でハウスシャインマスカットの摘粒研修 山梨県本部

　
山
梨
県
本
部
営
農
企
画
課
は
4
月
9
日
、J
A
フ
ル
ー
ツ
山
梨
管
内

の「
デ
ラ
ウ
ェ
ア
」、J
A
ふ
え
ふ
き
管
内
の「
デ
ラ
ウ
ェ
ア
」「
キ
ン
グ

デ
ラ
」の
ハ
ウ
ス
を
巡
回
視
察
し
ま
し
た
。J
A
の
営
農
指
導
担
当
者
を

は
じ
め
、県
ハ
ウ
ス
ブ
ド
ウ
部
会
委
員
、山
梨
県
青
果
物
検
査
協
会
も

同
行
し
、今
年
の
果
実
の
仕
上
が
り
や
糖
酸
度
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
同
日
の
午
後
か
ら
は
Ｊ
Ａ
営

農
指
導
員
、
ハ
ウ
ス
ブ
ド
ウ
部

会
委
員
を
対
象
に
、
県
果
樹
試

験
場
内
の
ハ
ウ
ス
で
、
ハ
ウ
ス

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
の
研
修

会
を
開
き
ま
し
た
。山
梨
県
本
部

が
、県
、Ｊ
Ａ
と
協
議
し
て
作
成

し
た「
ハ
ウ
ス
シ
ャ
イ
ン
マ
ス

カ
ッ
ト
の
摘
粒
講
習
会
資
料
」を

用
い
、
同
試
験
場
栽
培
部
の
宇

土
幸
伸
主
任
研
究
員
が
指
導
し

ま
し
た
。

　
宇
土
主
任
研
究
員
か
ら
は「
房

尻
が
二
股
の
場
合
は
予
備
摘
粒

時
に
切
除
し
、
粗
着
な
場
合
は

仕
上
げ
摘
粒
で
房
尻
を
切
除
す

る
」な
ど
、管
理
上
の
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
詳
細
な
説
明
が
あ
り
、

若
手
指
導
員
ら
は
、
メ
モ
を
取

り
な
が
ら
熱
心
に
聞
き
い
っ
て

い
ま
し
た
。

「デラウェア」の園地で果実の仕上がりなどを確認する参加者

県果樹試験場内のハウスで宇土主任研究員からハ
ウスシャインマスカット摘粒のポイントを聞く参加者

News!

農作業の省力化、安全で新人職員がみっちり
平成 30 年度ＪＡ島根ユースカレッジで営農経済部門配属直前研修 肥料農薬部

　
平
成
30
年
度
J
A
島
根
ユ
ー
ス
カ
レ
ッ
ジ「
新
人
職
員
課
程
」営
農

経
済
部
門
配
属
直
前
研
修
が
4
月
24
日
、「
農
作
業
の
省
力
化
と
安
全
な

農
作
業
…
そ
れ
を
提
案
す
る
の
は
…
君
た
ち
だ
!!
」を
テ
ー
マ
に
中
四

国
営
農
資
材
事
業
所
、島
根
農
機
事
務
所
、日
産
化
学
工
業
㈱
が
講
師

と
な
り
開
か
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
朝
か
ら
久
し
ぶ
り
の

ま
と
ま
っ
た
雨
と
な
り
、当
初
予

定
し
て
い
た
圃ほ
じ
ょ
う場

で
の
研
修
、草

刈
り
機
の
安
全
講
習
&
各
種
草

刈
り
機
実
演
、サ
ツ
マ
イ
モ
の
マ

ル
チ
張
り
、水
稲
除
草
剤
散
布
、

水
田
生
き
も
の
調
査
…
…
な
ど

を
急
き
ょ
J
A
し
ま
ね
く
に
び

き
地
区
本
部
八
雲
支
店
の
会
議

室
と
グ
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
プ
や
く

も
店
を
会
場
に
屋
内
研
修
に
切

り
替
え
ま
し
た
。

　
研
修
は
①
今
後
発
売
が
予
定

さ
れ
て
い
る
ラ
ウ
ン
ド
ノ
ズ
ル

U
L
V
5
を
用
い
た
ラ
ウ
ン
ド

ア
ッ
プ
マ
ッ
ク
ス
ロ
ー
ド（
除

草
剤
）の
省
力
散
布
の
実
演（
ラ

ウ
ン
ド
ノ
ズ
ル
U
L
V
5
は
ラ

ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
マ
ッ
ク
ス
ロ
ー

ド
専
用
に
開
発
さ
れ
た
ノ
ズ
ル

と
カ
バ
ー
の
セ
ッ
ト
で
、
効
果

は
そ
の
ま
ま
に
希
釈
水
量
が
従

来
の
20
分
の
1
の
5
L
／
10
a

で
散
布
で
き
、
農
家
の
作
業
負

担
が
大
幅
に
軽
減
さ
れ
ま
す
）

②
農
作
業
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
す

農
作
業
安
全
講
習
会
③
省
力
化

や
安
全
な
農
作
業
の
必
要
性
、

重
要
性
を
、
農
家
組
合
員
の
皆

さ
ん
に
伝
え
る
手
段
と
し
て
の

「
P
O
P
作
り
研
修
会
」を
行
い

ま
し
た
。

　
研
修
で
作
成
し
た
P
O
P
は
、

J
A
し
ま
ね
く
に
び
き
地
区
本

部
管
内
の
J
A
グ
リ
ー
ン
各
店

で
実
際
に
使
用
さ
れ
ま
す
。

力作ぞろいの研修生のＰＯＰ
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News!

全国から集まる音楽ファンへ宮城の「食」をお届け！
「ARABAKI ROCK FEST ’18」で販売ブース設置 宮城県本部

　
宮
城
県
本
部
は
4
月
28
、29
日
に
宮
城
県
川
崎
町
の
み
ち
の
く
湖
畔

公
園
で
開
催
さ
れ
た「ARABAKI ROCK FEST’１８

」に
販
売
ブ
ー

ス
を
設
置
し
、宮
城
県
産
農
畜
産
物
や
全
農
商
品
の
Ｐ
Ｒ
を
し
ま
し
た
。

　
宮
城
県
本
部
は
、「
だ
て
正
夢

の
お
に
ぎ
り
」や「
仙
台
黒
毛
和

牛
串
」、「
仙
台
い
ち
ご
」、ミ
ニ

ト
マ
ト「
ア
ン
ジ
ェ
レ
」の
販
売

を
行
い
ま
し
た
。購
入
さ
れ
た
お

客
さ
ま
か
ら
は
、「
お
い
し
い
！
」

と
大
好
評
で
し
た
。
ま
た
、「
全

農
さ
ん
の
ブ
ー
ス
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
し
た
！
」と
の
声
も
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ガ
ラ
ポ
ン
の

抽
選
会
で
は
、「
だ
て
正
夢
」や

「
お
米
の
ミ
ル
ク
」な
ど
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
、
全
農
商
品
を
知
っ

て
も
ら
う
き
っ
か
け
を
作
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
販
売
ブ
ー
ス
は
開
場
か
ら
お

客
さ
ま
が
途
切
れ
ず
、
両
日
共

に
昼
過
ぎ
に
は
完
売
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
世

代
が
参
加
し
て
お
り
、
県
外
か

ら
来
た
お
客
さ
ま
も
多
く
い
た

た
め
、
県
産
農
畜
産
物
の
絶
好

の
Ｐ
Ｒ
の
場
に
な
り
ま
し
た
。

開
場
か
ら
多
く
の
お
客
さ
ま
が
訪
れ
た
宮
城

県
本
部
の
ブ
ー
ス

News!

「全農ブロガー」が農業の大切さ、全農の役割発信
ＪＡビルに集合しキックオフ会 広報部

　
株
式
会
社
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
若
年
主
婦
向
け
人
気

No.
1
雑
誌「
サ
ン
キ
ュ
!
」の
全
農
ブ
ロ
ガ
ー
6
人
が
4
月
25
日
、東

京
・
大
手
町
J
A
ビ
ル
に
集
ま
り
キ
ッ
ク
オ
フ
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
後
、全
農
の
役
割
や
農
業
に
つ
い
て「
主
婦
記
者
」と
し
て
発
信
し
て

い
き
ま
す
。

　
全
農
は
平
成
23
年
度
か
ら
、月

刊
生
活
情
報
誌「
サ
ン
キ
ュ
!
」

の
関
連
口
コ
ミ
W
e
b
サ
イ
ト

「
口
コ
ミ
サ
ン
キ
ュ
!
」の
人
気

主
婦
ブ
ロ
ガ
ー
の
中
か
ら
選
ば

れ
た
10
人
の「
全
農
ブ
ロ
ガ
ー
」

に
、
全
農
の
商
品
や
国
産
農
畜

産
物
に
つ
い
て
ブ
ロ
グ
で
発
信

し
て
い
た
だ
き
、「
食
農
育
」に

関
す
る
理
解
促
進
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
29
年
度
か
ら
は
、
ブ
ロ
ガ
ー

と
一
緒
に
苗
作
り
か
ら
精
米
・

袋
詰
め
、
販
売
ま
で
行
う
企
画

「
米（
マ
イ
）・
サ
ン
キ
ュ
!
」を

開
始
。農
業
の
大
変
さ
、楽
し
さ

を
ブ
ロ
グ
や
誌
面
で
発
信
し
て

き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
今
年
は
全
農
ブ
ロ

ガ
ー
と
定
期
的
な
勉
強
会
を
実

施
。
農
業
の
大
切
さ
は
も
ち
ろ

ん
お
米
作
り
だ
け
で
は
伝
わ
ら

な
い
全
農
の
役
割
を
ブ
ロ
グ
で

発
信
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。キ
ッ

ク
オ
フ
会
で
は
全
農
の
業
務
や

役
割
に
つ
い
て
最
初
の
勉
強
会

を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
の
ブ
ロ
グ
記
事
に
注
目

く
だ
さ
い
!

キックオフ会に集まった「主婦記者」
の全農ブロガーと落合成年広報部長

月刊生活情報誌
『サンキュ！』

全農の「食農育報道局」
はこちらから
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チビリンピックの
動画はこちらから

チビリンピックに参加した
ベネッセブロガーさんはこちら

　
全
農
が
特
別
協
賛
す
る
第
40
回
Ｊ
Ａ
全
農
チ
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
2
0
1
8
が
５
月
５
日
の
こ
ど

も
の
日
に
、横
浜
市
の
日
産
ス
タ
ジ
ア
ム
な
ど
で
開
か
れ
ま
し
た
。全
農
の
特
別
協
賛
は
今
年
で

32
年
目
。晴
天
に
も
恵
ま
れ
豪
華
ゲ
ス
ト
も
参
加
す
る
中
、約
２
万
人
が
来
場
し
6
5
0
0
人

が
各
競
技
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

【
広
報
部
】

　
日
産
ス
タ
ジ
ア
ム
で
は
、親
子
マ
ラ
ソ
ン
や
ミ
ニ
マ

ラ
ソ
ン
、50
ｍ
走
、1
0
0
ｍ
走
な
ど
が
行
わ
れ
、子

ど
も
た
ち
が
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
競
い
合
い

ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
全
農
杯
チ
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
小
学
生
卓
球
選

手
権
大
会
を
港
北
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し

ま
し
た
。参
加
者
の
白
熱
す
る
プ
レ
ー
に
会
場
は

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
地
元
神
奈
川
県
産
品
や
Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン
取
扱

　晴
天
の
下
、6
5
0
0
人
が
熱
戦

J
A
全
農
チ
ビ
リン
ピック
2
0
1
8

開会あいさつ
する山﨑周
二専務

高橋尚子さん
と参加者代表
が聖火点火！

子どもたちと初参加の元
プロ野球選手・里崎智也
さんが餅つき

卓球会場でも熱戦！

ミニマラソンで高橋尚子
さんの応援を受けながら
駆け抜ける子どもたち

お楽しみ広場で
地元神奈川県
産品などを販売

全農提供ラジオ番組【JA全農
COUNTDOWN JAPAN】初
の生中継も！

長
い
列
が
で
き
た
全
農

チ
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の

焼
き
餅
配
布

ＪＡ全農杯全国小学生サッカー
大会の頂点はレジスタＦＣ（埼
玉県）
※㈱協伸商会も大会に協賛

競  

技

お
楽
し
み
広
場

卓  

球

J
A
全
農
チ
ビ
リン
ピック
2
0
1
8

　米穀部は、スポーツ大会などで競技参加者を
対象にもちがスポーツに適した食材であることの
ＰＲ活動を継続的に実施しています。今回は、５月
５日に横浜市の日産スタジアムで開催された「全
農チビリンピック2018」で、焼き餅の試食配布と
国産もち米に関するパネル展示を行いました。

　米穀部ブースでは２５００個の焼き餅を用意し、大会

に参加した子どもたちと家族の方々にご試食いただき

ました。

　「おいしいので家でも食べたい」との声も上がり長

蛇の列の大盛況となり、試食を通じてスポーツ大会に

おけるもちの相性訴求や国産もち米の絶好のＰＲの

場となりました。

　米穀部は今後もマラソン大会を中心に国産もち米

の消費拡大への取り組みを強化し、もち米マーケット

におけるスポーツ食のポジションを確立していきます。

国産もち米をＰＲ 米穀部

チビリンピック
参加者に
焼き餅配布

こども
の日

商
品
な
ど
多
数
販
売
。ま
た
今
年
は
初
め
て

の
試
み
と
し
て
全
農
提
供
ラ
ジ
オ
番
組【
J
A

全
農
C
O
U
N
T
D
O
W
N 

J
A
P
A
N
】

で
お
楽
し
み
広
場
を
生
中
継
！

　
ス
タ
ジ
オ
Ｄ
Ｊ
と
も
息
の
合
っ
た
ト
ー
ク
で
会

場
の
楽
し
さ
を
広
く
全
国
の
リ
ス
ナ
ー
に
も
発

信
し
ま
し
た
。

参加ゲスト：高橋尚子さん、アニマル浜口さん、浜口京子さん、北澤
豪さん、藤光謙司さん、三浦大輔さん、八木かなえさん、里崎智也
さん、八重樫東さん（高橋尚子さんの誕生日ケーキを囲んで）
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チビリンピックの
動画はこちらから

チビリンピックに参加した
ベネッセブロガーさんはこちら

　
全
農
が
特
別
協
賛
す
る
第
40
回
Ｊ
Ａ
全
農
チ
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
2
0
1
8
が
５
月
５
日
の
こ
ど

も
の
日
に
、横
浜
市
の
日
産
ス
タ
ジ
ア
ム
な
ど
で
開
か
れ
ま
し
た
。全
農
の
特
別
協
賛
は
今
年
で

32
年
目
。晴
天
に
も
恵
ま
れ
豪
華
ゲ
ス
ト
も
参
加
す
る
中
、約
２
万
人
が
来
場
し
6
5
0
0
人

が
各
競
技
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

【
広
報
部
】

　
日
産
ス
タ
ジ
ア
ム
で
は
、親
子
マ
ラ
ソ
ン
や
ミ
ニ
マ

ラ
ソ
ン
、50
ｍ
走
、1
0
0
ｍ
走
な
ど
が
行
わ
れ
、子

ど
も
た
ち
が
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
競
い
合
い

ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
全
農
杯
チ
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
小
学
生
卓
球
選

手
権
大
会
を
港
北
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し

ま
し
た
。参
加
者
の
白
熱
す
る
プ
レ
ー
に
会
場
は

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
地
元
神
奈
川
県
産
品
や
Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン
取
扱

　晴
天
の
下
、6
5
0
0
人
が
熱
戦

J
A
全
農
チ
ビ
リン
ピック
2
0
1
8

開会あいさつ
する山﨑周
二専務

高橋直子さん
と参加者代表
が聖火点火！

子どもたちと初参加の元
プロ野球選手・里崎智也
さんが餅つき

卓球会場でも熱戦！

ミニマラソンで高橋尚子
さんの応援を受けながら
駆け抜ける子どもたち

お楽しみ広場で
地元神奈川県
産品などを販売

全農提供ラジオ番組【JA全農
COUNTDOWN JAPAN】初
の生中継も！

長
い
列
が
で
き
た
全
農

チ
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の

焼
き
餅
配
布

ＪＡ全農杯全国小学生サッカー
大会の頂点はレジスタＦＣ（埼
玉県）
※㈱協伸商会も大会に協賛

競  

技

お
楽
し
み
広
場

卓  

球

J
A
全
農
チ
ビ
リン
ピック
2
0
1
8

　米穀部は、スポーツ大会などで競技参加者を
対象にもちがスポーツに適した食材であることの
ＰＲ活動を継続的に実施しています。今回は、５月
５日に横浜市の日産スタジアムで開催された「全
農チビリンピック2018」で、焼き餅の試食配布と
国産もち米に関するパネル展示を行いました。

　米穀部ブースでは２５００個の焼き餅を用意し、大会

に参加した子どもたちと家族の方々にご試食いただき

ました。

　「おいしいので家でも食べたい」との声も上がり長

蛇の列の大盛況となり、試食を通じてスポーツ大会に

おけるもちの相性訴求や国産もち米の絶好のＰＲの

場となりました。

　米穀部は今後もマラソン大会を中心に国産もち米

の消費拡大への取り組みを強化し、もち米マーケット

におけるスポーツ食のポジションを確立していきます。

国産もち米をＰＲ 米穀部

チビリンピック
参加者に
焼き餅配布

こども
の日

商
品
な
ど
多
数
販
売
。ま
た
今
年
は
初
め
て

の
試
み
と
し
て
全
農
提
供
ラ
ジ
オ
番
組【
J
A

全
農
C
O
U
N
T
D
O
W
N 

J
A
P
A
N
】

で
お
楽
し
み
広
場
を
生
中
継
！

　
ス
タ
ジ
オ
Ｄ
Ｊ
と
も
息
の
合
っ
た
ト
ー
ク
で
会

場
の
楽
し
さ
を
広
く
全
国
の
リ
ス
ナ
ー
に
も
発

信
し
ま
し
た
。

参加ゲスト：高橋尚子さん、アニマル浜口さん、浜口京子さん、北澤
豪さん、藤光謙司さん、三浦大輔さん、八木かなえさん、里崎智也
さん、八重樫東さん（高橋尚子さんの誕生日ケーキを囲んで）
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ＪＡ上伊那
（長野県）

概要 平成３０年２月２８日 現在

正組合員数　　　　 　1万5963人
准組合員数　　　　 　1万4673人
職員数                       897人
販売品取扱高           140億4千万円
購買品取扱高         105億4千万円
貯金残高  　          2720億8千万円
長期共済保有高  1兆928億6千万円
主な農産物　　　　　　  米、きのこ、

アルストロメリア（花）、生乳、
アスパラガス、リンゴなど

「
組
合
員
の
声
を
聴
く
」
活
動
展
開

率
直
な
意
見
を
Ｊ
Ａ
運
営
に
反
映

聞
く
機
会
が
な
か
っ
た
た
め
初

め
て
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は「
米
を
高
く

売
っ
て
ほ
し
い
」「
農
業
運
転
資

金
の
金
利
が
高
い
」と
い
う
声

や
、
営
農
指
導
員
の
育
成
強
化

に
対
す
る
要
望
な
ど
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　
農
業
運
転
資
金
の
金
利
に
つ

い
て
は
、
関
連
部
署
で
直
ち
に

検
討
を
行
い
、
11
月
か
ら
一
定

の
基
準
の
も
と
金
利
の
引
き
下

げ
を
行
う
こ
と
で
さ
っ
そ
く
意

見
を
反
映
さ
せ
ま
し
た
。

　
10
月
に
は
支
所
運
営
委
員
会

を
12
総
合
支
所
ご
と
に
開
き
、

今
回
か
ら
は
初
め
て
少
人
数
に

分
か
れ
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

行
い
、
声
を
聴
く
活
動
を
強
化

次
年
度
に
対
応
す
る
も
の
に
分

け
、
関
連
部
署
で
情
報
を
共
有

し
、J
A
運
営
に
反
映
さ
せ
て

い
ま
す
。

　
平
成
29
年
7
〜
8
月
上
旬
に

か
け
、
上
伊
那
地
域
の
農
業
の

担
い
手
で
あ
る
43
法
人
を
常
勤

役
員
ら
が
訪
問
し
、
意
見
を
交

換
し
ま
し
た
。訪
問
し
た
法
人
組

織
は
、Ｊ
Ａ
の

集
落
営
農
組
織

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
参
画
す
る
担

い
手
法
人
で
、

こ
れ
ま
で
研
修

会
な
ど
の
場
は

あ
り
ま
し
た

が
、
個
別
に
具

体
的
な
意
見
を

ワ
ー
ク
で
は
参
加
者
一
人
ひ
と

り
か
ら
聞
く
こ
と
が
で
き
、
多

く
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。参

加
者
か
ら
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

を
評
価
す
る
意
見
も
聞
か
れ
ま

し
た
。

　

11
〜
12
月
に
か
け
て
、J
A

上
伊
那
管
内
4
8
2
戸
の
認
定

農
業
者
の
う
ち
77
戸
を
役
員
が

訪
問
し
、
個
別
に
要
望
や
意
見

を
聞
き
取
り
ま
し
た
。訪
問
し
た

認
定
農
業
者
は
、J
A
事
業
利

用
の
多
い
人
や
少
な
い
人
、
新

規
就
農
者
や
女
性
農
業
者
な
ど

あ
え
て
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人

を
選
び
、
意
見
交
換
を
行
い
自

己
改
革
の
ヒ
ン
ト
や
課
題
を
探

り
ま
し
た
。

　
J
A
上
伊
那
は
平
成
30
年
度

も
全
役
職
員
が
一
体
と
な
り
、

「
組
合
員
の
声
を
聴
く
」活
動
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

支
所
運
営
委
員
会
で
は

少
人
数
に
分
け
耳
傾
け
る

常
勤
役
員
を
先
頭
に

訪
問
活
動
ス
タ
ー
ト

群馬県

新潟県

富山県

岐阜県

愛知県

山梨県

埼玉県

長野県

静岡県

　
J
A
上
伊
那
は
J
A
自
己
改

革
に
向
け
平
成
29
年
度
か
ら
、

新
た
に
組
合
員
と
の
対
話
を
強

化
す
る
た
め「
組
合
員
の
声
を

聴
く
」活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　
J
A
自
己
改
革
で
は
、「
組
合

員
の
J
A
へ
の
参
画
意
識
向
上

に
向
け
た
全
役
職
員
の
対
話
活

動
の
強
化
」が
不
可
欠
。J
A
上

伊
那
で
は「
組
合
員
の
声
を
聴

く
」活
動
に
取
り
組
み
、得
た
意

見
を
す
ぐ
に
対
応
す
る
も
の
と

し
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
は
、J
A
の
組
織

運
営
や
支
所
を
拠
点
と
し
た

活
動
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
に
年
2
回
開
き
、
参
加
者

は
総
代
や
農
家
班
長
、
生
産
部

会
、生
活
部
会
、青
壮
年
部
の
代

表
者
で
す
。
今
回
は
全
会
場
で

7
0
0
人（
出
席
率
71
%
）が
出

席
し
ま
し
た
。

　
今
ま
で
は
1
会
場
で
1
〜
2

件
だ
っ
た
意
見
が
、
グ
ル
ー
プ

伊那支所の支所運営委員会で少人数
に分かれたグループワーク

常勤役員が伊那市の（農）田原を訪ね意
見交換

認定農業者訪問で飯島町の㈲越百農産
から意見を聴く
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県
本
部

だ
よ
り

鳥取県本部

災
害
停
電
時
の
ガ
ス
充
填
に
対
応

　

鳥
取
県
本
部
は
3
月
に
、
災

害
な
ど
の
停
電
時
の
L
P
ガ
ス

充
填
対
応
策
と
し
て
、
生
活
燃

料
部
燃
料
セ
ン
タ
ー
に
非
常
用

L
P
ガ
ス
自
家
発
電
機
を
設

置
し
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
の
鳥
取
県
中
部

地
震
で
は
、J
A
燃
料
会
社

の
簡
易
ガ
ス
9
地
点
、
集
団

供
給
3
地
点
で
ガ
ス
漏
れ
が

発
生
し
、8
3
6
戸
の
顧
客
に

供
給
で
き
な
い
状
況
に
な
り
ま

し
た
。
復
旧
ま
で
の
対
応
と
し

て
、
仮
設
容
器
の
設
置
に
よ
り

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
使
用
を
可
能
に
し

ま
し
た
が
、
約
4
0
0
本
の
仮

供
給
用
の
容
器
が
必
要
と
な
り

ま
し
た
。そ
の
た
め
、燃
料
セ
ン

タ
ー
で
は
緊
急
時
出
勤
と

容
器
の
確
保
、そ
し
て
充
填

な
ど
の
対
応
に
当
た
り
ま

し
た
。

　
幸
い
に
も
こ
の
地
震
に
よ

る
停
電
は
充
填
作
業
に
は
影

響
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

東
日
本
大
震
災
の
よ
う
な
長

時
間
停
電
や
計
画
停
電
と

な
れ
ば
充
填
作
業
が
止
ま
り

L
P
ガ
ス
の
安
定
供
給
が

で
き
な
く
な
る
こ
と
も
想
定

さ
れ
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
不
安

を
解
消
し
地
域
に
お
け
る
充
填

所
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
す
る

た
め
、非
常
用
自
家
発
電
設
備
を

設
置
し
ま
し
た
。

　
同
燃
料
セ
ン
タ
ー
は
平
成
4

年
か
ら
L
P
ガ
ス
充
填
を
行
っ

て
お
り
、
ま
た
容
器
再
検
査
も

行
っ
て
い
ま
す
。
充
填
所
と
し

て
は
鳥
取
県
中
部
地
域
に
お
け

る
中
心
的
な
充
填
所
で
あ
り
、

J
A
だ
け
で
な
く
商
系
事
業
者

の
充
填
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
非
常
用
自
家
発
電
機
に
よ
っ

て
停
電
時
に
も
対
応
で
き
る
こ

と
で
、
大
規
模
災
害
時
な
ど
長

期
間
の
停
電
が
続
く
事
態
や
、

電
力
不
足
に
よ
る
計
画
停
電
と

な
っ
た
場
合
で
も
充
填
業
務
を

継
続
し
て
行
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
発
電
設
備
と
し
て
、充
填
作
業

の
動
力
用
三
相
2
0
0
V
と
事
務

所
用
単
相
1
0
0
V
の
2
基
を
設

置
し
、充
填
業
務
に
支
障
が
な
い

電
力
容
量
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

ま
た
燃
料
に
L
P
ガ
ス
を
使
用
し

て
い
ま
す
の
で
、充
填
所
の
L
P

ガ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
で
燃
料
確

保
の
問
題
に
も
対
応
で
き
ま
す
。

　
5
月
11
日
、関
係
者
約
20
人
を

招
い
て
落
成
式
を
行
い
ま
し
た
。

尾
崎
博
章
県
本
部
長
の
あ
い
さ
つ

に
続
き
、県
L
P
ガ
ス
協
会
会
長

に
完
成
の
祝
辞
と
地
域
の
L
P

ガ
ス
充
填
拠
点
と
し
て
の
期
待
の

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。非
常

用
発
電
設
備
の
概
要
説
明
の
後
、

尾
崎
県
本
部
長
、丸
山
副
本
部
長

に
よ
る
施
設
稼
働
、電
源
切
り
替

え
の
後
、発
電
電
力
に
よ
る
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
の
容
器
充
填
実
演
を
行
い
、

災
害
時
に
お
い
て
も
地
域
の
中
心

的
な
充
填
所
と
し
て
機
能
す
る

こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、定
期
的
に
動
作
訓
練

を
行
い
能
力
維
持
に
努
め
る
と
と

も
に
、容
器
置
き
場
の
容
器
転
倒

防
止
対
策
に
も
取
り
組
み
、災
害

に
強
い
充
填
所
を
運
営
し
て
い
き

ま
す
。

燃
料
セ
ン
タ
ー
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

非
常
用
自
家
発
電
機
を
設
置

容
器
転
倒
防
止
に
も
対
応

災
害
に
強
い
充
填
所
へ

地域の中心的なＬＰガス充填所の役割担う燃料センター

燃料センターに設置された発電設備

JA
 Z

ennoh W
eekly

県
本
部
だ
よ
り

じ
ゅ
う
て
ん

地
域
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
充
填
所

機
能
発
揮
・
維
持
へ
設
置

落成式典であいさつする尾崎鳥取県本部長
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（園芸部）

　５月は、出荷の中心が西南暖地・九州から、関東や準高冷地に切り
替わっていく時期となります。

　キャベツは、千葉・神奈川・茨城などの関東産地や愛知などが出荷の中心と
なります。作付けは他産地は横ばい傾向ですが、千葉は台風後まき直しのため増
加となっています。生育はおおむね順調で、出荷量は前年よりも多く見込みます。
　ハクサイは、茨城・群馬・長野などが出荷の中心となります。茨城の春作は前
進傾向の生育となっています。後続の群馬・長野産は下旬から出荷開始が見込ま
れます。出荷量は、前年並みを見込みます。
　レタスは、茨城・群馬・長野が中心の出荷となります。茨城は前進傾向の出荷
となっております。また上旬以降は後続の群馬・長野の出荷も始まりました。出
荷量は、高冷地の前進出荷に伴い、前年よりやや増加を見込みます。
　ダイコンは、千葉などの関東産地が中心の出荷となります。関東産地は１月の
種まき作業の遅れにより、作付けはやや増加しています。気温高と適度な降雨か
ら肥大順調であり、出荷量は前年よりやや増加を見込みます。
　ニンジンは、徳島・千葉が中心の出荷となります。徳島は低温・干ばつにより
生育遅れがみられます。千葉の春作はやや生育遅れがみられますが、今後回復に
向かう見込みとなっております。出荷量は、前年並みを見込みます。
　トマトは、熊本や愛知、関東産地が中心の出荷となります。生育良好で出荷量
は前年並みを見込みます。
　キュウリは、関東産地中心の出荷に東北産地からの出荷が加わります。一部産
地では干ばつ傾向、また高冷地の作付け減少を受け、出荷量は前年よりもやや少
ない見込みとなっています。
　ナスは、高知や九州産地が中心の出荷となります。下旬より出荷量増加となる、
後続の群馬もおおむね生育良好。出荷量は、前年並みを見込みます。

　キャベツ、レタスなどの春物野菜中心の売り場構成になっています。
気温の上昇に伴い、サラダ商材の売り場も拡大しています。

関東や準高冷地が出荷の中心

野  菜 果  実

　5月の国産果実の中心は、イチゴ、かんきつ類からメロン、
スイカなどへシフトしていきます。

　イチゴは、各産地とも終盤を迎え、中旬から出荷は減少していく
見込みです。切り上がりは前年より早くなる見込みで、出荷量も前
年をやや下回る見込みです。
　メロンは、茨城・熊本などが中心の出荷となります。３月末から
は好天にも恵まれ品質もよく、玉肥大も順調です。出荷量は前年を
上回る見込みです。
　スイカは、熊本・千葉中心の出荷となります。熊本は、３月の低温
の影響で４月の出荷量は前年を下回りましたが、ゴールデンウイー
クに向け増加傾向であり、千葉からの出荷も始まります。出荷量は
前年を上回る見込みです。
　小玉スイカは、茨城などが中心の出荷となります。出荷量は前年
をやや上回る見込みです。
　オウトウは、山形などが中心の出荷となります。ハウス物が主体
となり、出始めから増量ペースは順調で、ゴールデンウイークから
母の日までが出荷のピークとなる見込みです。出荷量は前年をやや
上回る見込みです。
　ビワは、長崎・千葉などが中心の出荷となります。出荷量は前年
を下回り、おおむね平年並みの出荷が見込まれます。露地物は連休
明けから出荷が始まりました。

　果実売り場は、それまで中心であったイチゴ、かんきつ
類に変わり、メロン、スイカ、リンゴ、バナナ、キウイなど多

種多様な品目が並びます。スイカやメロンでは、１個売りの他に、消
費者ニーズに合わせたカット・小ロット販売の品数を充実させるな
ど、各量販店は季節感を出しながら、売り場を拡大していきます。

　4月は、ブロッコリー、トマト・ミニトマト、キュウリ、レタス、アスパラガス、イチゴの主産
県が一堂に会し、作況見通しや販売対策の共有化、消費拡大の進め方について協議しました。今
後も主産県による情報交換会などを定期的に開催し、出荷情報や販売情報の共有を図ります。

イチゴ・かんきつ類からメロン・スイカへ

青 果 情 勢
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畜 産 情 勢
（畜産総合対策部）

牛 肉

鶏 肉

和牛はもちあいで推移

もも下げ基調で580円

豚 肉

鶏 卵

相場上向く

一段低い水準で推移

　4月の成牛と畜頭数は、速報値で約8万7千頭（前年比98.0%）と減
少しています。
　4月の東京市場枝肉卸売価格は速報値で、和牛去勢A5が2821円

（前年比98.9%）、和牛去勢A4が2468円（同97.1%）、和牛去勢A3が
2152円（同95.7%）、交雑牛B3が1479円（同92.9%）でした。
　農畜産業振興機構が公表した5月の国内出荷予測頭数を品種別に
みると、和牛が約3万4千頭（前年比103.4%）、交雑牛が約2万頭（同
104.2%）、乳用種が約2万7千頭（同98.0%）で、全体では約8万2千
頭（同101.7%）と見込んでいます。
　4月は上旬に在庫補充買いや行楽需要、中下旬になると大型連休に
向けた手当が見込まれ、需要・荷動きの改善が期待されていたものの、
和牛は月の後半から相場が弱も
ちあいで推移しました。一方、交
雑牛はやや強含む展開となりま
した。
　5月は、連休明け直後は在庫
補充買いで一定程度相場は強
含むとみられますが、その後は、
和牛はもちあい、交雑牛はやや
強含みで推移すると予測します。

　4月の平均相場は、もも肉608円/㎏（前月比29
円下げ）・むね肉295円/㎏（同10円下げ）で、正肉
合計で903円/㎏と前月比39円下げ、前年比で80
円の下げとなりました。もも肉は、暖かくなったことか
ら鍋物需要が低下し、月初め621円からほぼ月を通し
てジリ安となりました。むね肉は、輸入鶏肉価格の軟
調に引きずられ下げ基調ではありますが、月初め294
円・月末291円と、依然として旺盛な需要に支えられ
高い水準が継続しています。
　5月は全国的に気温が平均より高いと見込まれて
いることから、もも肉は行楽シーズンでの唐揚げ需要
などはあるものの、下げ
基調で月平均で580円、
むね肉はもちあい圏内で
295円と予測します。

　4月の全国と畜頭数は、速報値で約131万頭、前
年同比99.6%となっています。
　4月の東京食肉市場枝肉相場は、速報値で473円
/㎏（前年比92.7%、前月比110.5%）となりました。4
月半ばまでは低迷していた相場もゴールウイークを控
え、下旬ごろから500円/㎏を超える展開となりまし
たが、安定的に供給される輸入チルドポークの影響
もあり、前年を下回る結果となりました。
　農畜産業振興機構発表の5月出荷予測頭数は、約
136万頭（前年比99.9%）と、国内生産は安定的な出
荷が見込まれるのに加え、輸入ポークについても引き
続き安定的な供給が見
込まれています。ただし、
このところの豚枝肉相場
低迷の影響を受け、国産
豚肉の荷動きが良くなっ
ていることから、5月は昨
年には及ばないものの、
相場は上向いていくもの
と思われます。

　4月の東京相場の月間平均は、下押しの展開が続き、
Mサイズ基準値179円（前年比△48円）となりました。
　近年の積極的な増産により、供給量が大幅に増加し
たため、堅調に推移していた需要を上回り、在庫を抱え
る産地も見受けられることから、相場は5年ぶりの170
円台となりました。
　テーブルエッグは先月に続き堅調な荷動きでしたが、
業務筋は花見などの季節需要が予測していたほど盛り
上がらず、全体的に低調だったことに加え、加工筋は先
月に引き続き在庫水準が高く、荷動きが鈍い状態が続き
ました。
　今後は、大型連休中の
取引先休業による卵の滞
留により産地在庫の水準
が上昇する懸念があること
に加え、気温の上昇ととも
に需要の減退も予想され
ることから、相場も引き続
き一段低い水準で推移す
ることが予測されます。
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